
（入場無料・雨天決行）

出会う、つながる、ワクワクする！出会う、つながる、ワクワクする！出会う、つながる、ワクワクする！

まるたすひろば(南千里駅前）、
千里ニュータウンプラザ

会場

みんなのSUITA DAYは「みんなでつくる！」市民参加型フェス

「古着 × 手芸 × 地域 × アート」というテーマ

に関心がある学生や市民が集まり、アーティスト

の薮内美佐子さんもアドバイザーとしてお招き。

衣服としての活用が難しい状態の古着を素材とし

て活用した実験的企画を進めています。

今年度で第 10 期目の開催となった「eN

カレッジすいた」。修了生の有志が集まり、

まるたすひろばを活用し「ゆるいつながり」

をテーマに市民が楽しめる様々な企画づく

りに取り組んでいます。

出展 ・ 出演…だけじゃない！ 大学生からシニアまで幅広い世代の
市民による取り組み

出展 ・ 出演…だけじゃない！
参加団体の取り組み

大学生からシニアまで幅広い世代の
市民による取り組み

eNカレッジすいた
修了生の取り組み

参加団体のみなさんが、広場、屋内、ステージ

と分かれて、それぞれの場をもっと盛り上げるた

めのアイデア出しを行いました。昨年以上に多様

なアイデアが出て、協力し合いながら、準備を進

めており、横のつながりも生まれています。

ルタちゃんルタちゃん

ラコちゃん

10時 16時～3 15月 日
日

市民公益活動団体による出展や

ワークショップ、ステージなど

子どもから大人まで楽しめます！

市民公益活動団体による出展や

ワークショップ、ステージなど

子どもから大人まで楽しめます！

市民公益活動団体による出展や

ワークショップ、ステージなど

子どもから大人まで楽しめます！

※費用が明示されていないイベントは無料。

※申込期限の記載がなければ前日まで。

お申込み･お問い合わせは
ラコルタまで

3月22日(日)13:30～15:00

4月21日(火)19:00～20:30

テーマカフェ

Eメール：info@suita-koueki.org 　
3 月 20 日 (金)

どなたでもご参加ください！ ラコルタの講座・イベント

T E L：06-6155-3167 　

FAX：06-6833-9851　

●とき：10:00～12:00
●定員：先着10名

ほほえみボード体験 ボランティア・NPO

初歩講座 毎月開催！「自分の好きなもの」

をテーマにコラージュ

ボードを作成します。

2026

表紙の Be Social は、活動している人のきっかけや思いを中心に取材しています。

私たちの日常には、気になりながらも当たり前になってしまっていることが多くあ

ります。忙しさや周りの目を気にして見過ごしてしまいがちですが、そうした気づ

きの中にこそ、活動のタネがあるのだと改めて感じました。
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THE ラコルタの取り組みを紹介！

私たちが暮らす

地域や社会の事を

他人事ではなく自分事にする。

そういった“ソーシャルな生き方”の

魅力をお伝えします。

ピックアップ

※
年

４
回

発
行

（
3

月
･
6

月
･
9

月
･
1

2
月

）
　

行政書士。2016年に団体を発足
し、空き家を未然に防ぐ終活支
援として、啓発セミ
ナーや無料相談会を
行う。

「ボランティア・NPO 初歩講座」「ぷちボラ」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

体験学 ぷちボラ初歩講座 単発！
短時間！

ボランティア・
NPO

興味がある方、活動はしているが

もっと理解を深めたい方など。

「出前講座」も承ります。お気軽に！

●毎月開催！●定員 10 名

働きざかりの方や家事・勉学に忙しい方など

週末や余暇の新しい過ごし方として。

初心者の方でも気軽に参加できます！

(例)お弁当作り・喫茶・竹林整備など

ぶ

第３９回 田中 誠　さん

まことた な か

アクセス　阪急電車千里線 「南千里駅」 改札出て左､千里ニュータウンプラザ6階コルタ吹田 検索

編　集

ノート

https://su ita-kouek i .orgラ

大
学
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

た
法
律
事
務
所
で
、
法
律
の
専
門
性
が

人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
心
を
打
た
れ
ま

し
た
。
建
設
会
社
に
勤
務
し
ま
し
た

が
、
そ
の
思
い
は
消
え
ず
、
４０
代
で
行

政
書
士
に
な
り
ま
し
た
。
相
続
手
続
き

に
携
わ
る
中
で
、
住
み
手
が
い
な
く
な

り
、
空
き
家
と
な
る
多
く
の
ケ
ー
ス
に

直
面
し
ま
す
。
「
手
続
き
を
進
め
る
だ

け
で
は
、
空
き
家
を
増
や
す
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い
ま
し
た
。

仕
事
で
感
じ
た
疑
問

相
続
を
自
分
事
と
し
て

全
国
に
数
百
万
件
も
の
空
き
家
が

あ
り
、
そ
の
多
く
は
相
続
へ
の
理
解
不

足
が
原
因
で
し
た
。
空
き
家
が
放
置
さ

れ
れ
ば
、
や
が
て
行
政
が
対
応
せ
ざ
る

を
得
ず
、
社
会
全
体
の
負
担
に
も
な
り

ま
す
。
こ
の
問
題
は
一
人
の
行
政
書
士

の
力
だ
け
で
解
決
す
る
の
は
難
し
く
、

仲
間
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
N
P
O
と
し
て

空
き
家
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

相
続
は
将
来
に
関
わ
る
大
切
な

テ
ー
マ
で
す
が
、
難
し
く
、
関
心
を
持

ち
に
く
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
こ
で
相

続
に
つ
い
て
物
語
仕
立
て
の
紙
芝
居
で

分
か
り
や
す
く
伝
え
た
り
、
遺
言
書
を

「
思
い
を
伝
え
る
手
紙
」
と
し
て
捉
え
直

す
「
絵
手
紙
遺
言
書
」
も
考
え
て
い
ま

す
。
相
続
を
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え

て
も
ら
い
、
事
前
の
備
え
に
繋
げ
る
こ

と
で
、
空
き
家
の
発
生
を
減
ら
し
て
い

き
た
い
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
取
り
組
む

自分にあった
ボランティア

見つけよう ！

やってみたい！の声に
お応えします！

Newsletter　2026 年 3 月 1 日号

吹田市立
市民公益活動センター

出会う→集う→育てる→実る
VOL .54 「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で吹田市をより良いまちに

するため、これらの活動を支援しています。

場所からはじまる
　　　　　　市民公益活動

！ここに注目 特 集

NPO 法人 空き家等終活支援
センター 副理事長

仕
事
で
感
じ
た
疑
問
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
解
決

https://syukatu-akiya.com/



ラコルタの
特　集

！ここに注目
2026 年 3 月1日号

VOL.54

場所からはじまる

　　　　　　市民公益活動

小 さ な 場 所 に 、 ま わ る 小 さ な ギ ブ

お寺を地域の交流や学びの場に 自宅を地域のために活かして残す 梅山 晃佑 さん

最近、当センターには「自宅の一室などプライベートな空間

を、地域や市民公益活動のために活かしたい」というご相談

が増えています。

「具体的にどのような形で活用すれば良いのか分からない」

という声にお応えしたく、本特集を企画しました。

今号では、吹田市内で先駆的に取り組まれている2つの事

例を通し、場を開くに至った背景や想いをご紹介します。

また、子どもから大人まで誰もが学びたい時に学べる場と

して、自宅の一部を「2畳大学」として開放している梅山晃佑

さんにも「私的な空間を地域に開く」という行為が持つ社会

的意義について、ご寄稿いただきました。

本特集が、読者のみなさんにとって「場所から始まる市民公

益活動」の可能性をより身近に感じ、新たな一歩を踏み出す

きっかけとなれば幸いです。

1981年大阪生まれ。大学卒業後、市民活動やNPOの支援事業に20年

近く携わり、アート・福祉・まちづくりなど幅広い分野でのサポートを経

験。現在は独立して、プロジェクトや団体の立上げや運営に必要な知識・

スキルを学ぶプログラムの企画を行う。自身も地域でアートプロジェクトの企画やコミュニ

ティスペースの運営を行うなど、プレイヤーの視点・経験も持つ。最近は端材廃材活用のプロ

ジェクトや島根県出雲市でのコミュニティスペースづくりなども行っている。

お寺というと葬儀や法事で訪れるイメージがありますが、歴

史を振り返れば、学びの場や薬の提供を行うなど、かつての「寺

子屋」のように困っている人を支える役割を地域で担ってきまし

た。

光源寺の住職・紅（あかし）伸之さんも、お供えのお菓子を活用

して支援する「おてらおやつクラブ」に参加するなど、市民公益

活動へ高い関心を持っていました。また、子育ての中で不登校や

居場所を求める若者たちと接する機会があり、「光源寺を、かつ

てのお寺が果たしてきた役割に近づけたい」という想いを抱く

ようになったのです。

そこでまず、大学生と連携したイルミネーションやマルシェな

どを開催し、お寺の敷居を低くする取り組みを始めました。少し

ずつ地域に開いたお寺をめざす中

で、ボーイスカウトの子どもたちが

境内を休憩場所として利用する姿

も見られるようになりました。

紅さんは「今後も家族や檀家さん

の協力を得ながら、将来的には子どもや若者たちの学びの場にし

ていきたい」と語ります。また、活動場所を探す団体や、地域で何

か取り組みたい人たちとも手を携えながら、

サードプレイスなどお寺の可能性を広げて

いきたいとのことでした。

「ハヤシサンチ」は、名前の通り「林さんの家」を活用したプロ

ジェクトです。そのきっかけとなったのは、家主の林典宏さんの

「地域への思い」でした。

大正から昭和初期に開発された千里山地区の西側は、洋風や

和洋折衷の建築が残る住宅地となっています。しかし、相続を

きっかけに取り壊されていく家も増え、昔ながらの街並みが少

しずつ姿を消していきました。千里山で生まれ育った典宏さん

は、歴史ある建築物を後世へ残していきたいと考えたのです。

また、学生時代に釜ヶ崎で子ども支援の活動に参加していた

経験を生かし、現役を引退した後は、地域に子どもたちの居場所

をつくりたいと思い、2025年6月に自宅を開放し初めてのイベ

ントを開催。長年、地域で活動している妻・佳子さんの協力もあ

り、約150人もの人が集まる一大イベントとなりました。8月に

は、フリースペースとして自宅を開

放する現在の活動スタイルを開始。

しかし、その3カ月後に、病気のため

典宏さんは他界されました。

現在は、次男、晃司さんが中心となって活動を継続しています。

フリースペースの他にも、地域の仲間達と一緒に朝マルシェや餅

つき大会などのイベントを開催。自宅の開放エリアと活動時間

を限定することで、家族の暮らしを大切にし

ながら長く続けられる運営をめざしていま

す。何よりも、愛着のある家に住みながら地

域に貢献できる点が、大きな魅力となってい

るようです。

ついたちレコード

（写真）2畳大学：自宅の「２畳

の部屋」を使ったコミュニ

ティスペース。世界一小さい

キャンパスとして、色んな授

業やイベントを開催。

山田東に所在し、1673年
（延宝元年）に開基。現在の
本堂は、約150～200年
前に建築された歴史ある
建物。

「ギブ・アンド・テイク」という言葉、みなさんはどんな

印象を持たれていますでしょうか。目の前の相手と「こ

れをするから、あれをしてね」という「お互い様」という

ニュアンスが強いかもしれません。この言葉の味わい深

いところは「ギブが先にある」ところだなと思います。

「やってくれるからやる」のではなく、先に何かを差し出

す。「交換」ではなく「先送り」。自分の持っている何か（時

間、お金、技術、気持ちなど）を差し出し、その時は何も受

け取らず、時間が経ってから何か（感謝、金品、評価、協力）

を受け取ったり、差し出した相手とは違う別の誰かから

何かを受け取ったりと、ギブ・アンド・テイクという言葉

は「すぐに＆その人からは返ってこない、でも差し出す」

というニュアンスも含んでいます。

　こういった市民活動におけるギブ・アンド・テイクは、

人が集ったり出会ったりする何らかの「場所」があり、そ

こで様々な人が交錯することで促進されていきます。元

々みんなに見えてなかったもの（資源のようなものも、

課題や問題も）が、何らかの場所で人が出会い話すこと

で、一気に「見える」ものになります（見えないものは無

いものになる）。そうなることで、たくさんのギブが生ま

れ始めます。

　市民活動において居場所・サードプレイス・コミュニテ

ィスペースという言葉がここ１５年くらい ずっとホット

なテーマであり続けています。それは、こういった交錯

が起きるような場所があると何かが起きるという期待

感があり、実際に様々なことが起きているのが理由のひ

とつじゃないかなと思います。まちのギブをたくさん産

むには、行政頼みで「大きなものを１つ」ではなく、個人

個人の「小さな色々がたくさん」あることが重要で、住み

開きのような「小さな場所で、できる範囲で」にはそうい

った可能性があるのではないかと思います。

 

　建物や広場の使っていない部分や時間帯などを誰かに

貸すことは、新しく何かを作ったりせずにすぐにできま

す。そう、場所そのものも「ギブしやすいもの」なのです。

場所をギブする人がいて、そこを使って何かをギブする

人がいて、そういった小さなギブがまちに増え、小さな

テイクがまちにどんどん回っていく。小さな「場所」はま

ちづくりの循環の起点になる可能性を秘めています。使

ってない場所がある方、場所で何かをしてみたい方、ど

こかの場所で誰かにちょっと話してみてください。きっ

と何かが起こり始めます。

光源寺 ハヤシサンチ

千里山西にある築約100
年の自宅を、地域の居場所
として開放。
開放日：毎週木・金曜日
15：00～18：00

↓詳しくはコチラ↓詳しくはコチラ
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